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愛され続ける施設へ

愛知県知事

大村　秀章

株式会社愛知国際アリーナ
代表取締役　　　　　　　

寛司　久人

楽しみ方をアップデート

ＩＧアリーナ　グランドオープン
心
が
躍
る
体
験
で
　

み
ん
な
を
笑
顔
に

（６）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月１１日　（金曜日）

■工　事　名ＩＧアリーナ（愛知県新体育館）整備・運営等に係わる建
設業務

■工事場所名古屋市北区名城１－４－１（名城公園内）
■事業主体愛知県
■管理運営株式会社愛知国際アリーナ（ＮＴＴドコモ、前田建設工業、

ＡＳＨ〈ＡＥＧグループ〉、三井住友ファイナンス＆リー
ス、東急、中部日本放送、日本政策投資銀行ら７社が出資）

■設計監理前田建設工業・隈研吾建築都市設計事務所・大建設計設計
共同企業体

■施　　工前田建設工業株式会社中部支店
■施設規模地上６階（メインアリーナ）、地上２階（サブアリーナ）、

建築面積２万，㎡、延床面積６万，㎡、最高高さ約
ｍ、最大収容人数１万，人（立ち見含む）／バスケ
ットボール時１万，人（着席）、飲食店舗・ワゴン店
舗区画

■工　　期年７月～年３月

　
名
古
屋
市
北
区
の
名
城
公
園

内
に
整
備
さ
れ
た
国
内
最
大
級

の
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
施

設﹁
Ｉ
Ｇ
ア
リ

ナ
﹂が

日


グ
ラ
ン
ド
オ

プ
ン
を
迎
え

る

愛
知
県
体
育
館
の
老
朽
化

を
受
け

日
本
初
の
Ｂ
Ｔ
︵
建

設
・
移
管
︶
＋
コ
ン
セ

シ


ン
方
式
を
採
用
し

世
界
水
準

の
規
模

機
能
を
有
す
る
施
設

を
建
設

民
間
７
社
が
出
資
す

る
愛
知
国
際
ア
リ

ナ
が
今
後


年
に
わ
た

て
運
営
・
管
理

を
担
い

ス
ポ

ツ
や
音
楽
な

ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る

設
計
は
前
田
建
設

工
業
・
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計

・
大
建
設
計


施
工
は
前
田

建
設
工
業
が
担
当
し
た


　皆さま、お待たせいたしました。
　いよいよＩＧアリーナは開業いたします。
　思い返しますと、このプロジェクトが動き出したのは、コ
ロナの真っただ中でした。
　東京オリンピック・パラリンピックが無観客で行われ、
「アリーナに歓声がこだまする日は戻らないのではないか」。
そんな不安の中でのスタートでした。
　そのような状況の中でも、むしろそのような時であったか
らこそ、我々はスポーツやエンターテインメントが持つ「人
を笑顔にする力」を信じたいと考えていました。
　このプロジェクトは「BEYOND ARENA」というコンセ
プトを掲げています。
　これまでのアリーナの体験を超え、日本におけるスポーツ
やエンターテインメントの楽しみ方をアップデートする。
　そしてかかわるすべての人が笑顔になる、ココロオドル場
所にしてゆく。
そんなコンセプトです。
　この場所から、数えきれないほどの「心が躍る」体験を皆
さまにお届けしてゆけるよう、社員一同、全身全霊で取り組
んでまいります。
　そしてパートナの企業の皆さまそして地域の皆さまと共
に、たくさんの笑顔と賑わいを生み出し、末長く愛されるア
リーナに育ててゆきたいと考えております。
　いよいよ船出となるＩＧアリーナにどうぞご期待ください
！

　年６月に基本計画を発表して以降、大相撲名古屋場所
の開催など、愛知県体育館が年以上にわたり積み重ねた伝
統を継承するとともに、来年開催するアジア・アジアパラ競
技大会に利用できるようにと整備を進め、本年３月に竣工し、
７月にグランドオープンを迎えることとなりました。
　県民の皆様を始め、県議会並びにご協力いただきました全
ての関係者の皆様に心より感謝申し上げます。
　ＩＧアリーナは、スポーツ観戦やコンサートの両方に適し
た国内初の「ハイブリッドオーバル型」の座席を採用し、最
大収容人数，人、天井高約ｍ、最先端のＩＣＴ技術な
どを備えた、世界トップレベルのグローバルアリーナです。
　その他、建物全体を「樹形」で覆い、名城公園との一体感
を創出したデザインであり、内装には県産材を活用していま
す。さらには、ユニバーサルデザインも積極的に導入するな
ど、安心してご利用いただける施設ですので、是非、多くの
皆様にお越しいただきたいと思います。
　今後、運営事業者と連携して、スポーツ・エンターテイン
メントの新たな拠点として愛知・名古屋を盛り上げ、県民の
皆様に愛され続ける施設となるよう、取り組んでまいります。

枝が張り出したような「樹形」が印象的なＩＧアリーナの外観

さまざまなイベントニーズに対応可能なメインアリーナ県産材を使用した家具デザインのスイートルーム

正面エントランスへとつながる大階段 ３月に行われた完成引渡式



設計コンセプト

環境としてのアリーナ 　スポーツ、エンタメの新拠点が誕生
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最先端エンタメ体験実現する「スマートアリーナ」

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月１１日　（金曜日）

　敷地となった名城公園を訪れた時、雄大な木々の
迫力に圧倒された。都市の中にあれだけの自然を残
していることに衝撃を受け、市民の憩いの場やス
ポーツ、コミュニケーションの場として、とても愛
されていることを感じた。また名城公園には市民か
ら愛される名古屋城天守閣がシンボルとして存在
し、名城公園内のアリーナは名城公園の大樹に溶け
込み名古屋城を引き立てる大樹でなければならない
と考えた。大樹の形はエントランス部分では大きく
張り出して来場者を迎え、公園の樹々と隣り合う所
では互いに迫り出し、隣り合う状況に応じて変化を
つけた。実際の木材を使って作った樹形が変化しな
がらアリーナの外周を覆うことで、大樹が連なった
ような有機的な表情と質感が生まれた。
　内部のコンコース空間は、枝葉が頭上を覆うよう
に広がった木組みの天井で覆った。木陰に入り込ん
だような、木漏れ日が透ける開放感を作ることで、
名城公園の体験をアリーナ内にも引き込みたいと考
えた。
　そして、ＩＧアリーナは規模においても、実装し
たテクノロジーにおいても、日本で初めて誕生した
世界クラスのアリーナと呼ばれている。緑とテクノ
ロジーが一体となることによってハコであったア
リーナを環境としてのアリーナへと転換し、再定義
することができた。公園の一部のように活気が溢れ、
観客が歓声をあげる姿に、公園に集い賑わう市民の
姿が重なり、ＩＧアリーナが大樹に溶け込み名城公
園に迎え入れられたのだと感じた。
　前田建設工業・隈研吾建築都市設計事務所・
　大建設計ＪＶ 　　隈　研吾

「ＩＧアリーナが大樹に溶け込み名城公園に迎え
入れられた」と語る隈氏©Designhouse

「樹形」鉄骨の建て方作業㊤㊦

スピードと精密さ追求し
作業を最適化・円滑化

①IOWN技術の強み発揮
　IGアリーナでは、ＮＴＴドコモが推進する次世代通信基盤「IOWN
（Innovative Optical and Wireless Network）技術を活用し、従来の
アリーナでは実現できなかった新たな体験価値を提供。観客に対して、
より魅力的で革新的なエンターテインメント体験を実現する。
②５Ｇによる次世代通信インフラ整備
　IOWNと５Ｇ技術を活用し、最大１万人の観客が同時に快適に
利用できるWi-Fi環境を整備。会場内でのライブ配信視聴やSNS投稿、
AR（拡張現実）体験などをストレスフリーで楽しめる。
③リアルタイムにつながるデジタルサイネージ活用
　約台のデジタルサイネージを配備し、リアルタイムでの情報提
供や観客参加型の演出を実現。IOWNにより、多数のサイネージ間で
も時差なく活用できる。

世界水準の天井高を誇るメインアリーナ
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ＢＩＭ・３Ｄモデル（外観）

ＢＩＭ・３Ｄモデル（断面）

屋根鉄骨の建て方作業


